
尾道市立美木中学校

改善計画

7月 12月

100％ 56% 55% 55% D

①【成果】研究授業後の分科会やその交流
でＩＣＴの活用方法などを検討し、ＩＣＴ
をどのように活用することで効果的である
か、などを共有できた。
【課題】ＩＣＴの活用頻度や効果に差があ
る。また、教科や単元等によってＩＣＴを
どのように活用していくか、研修を積み重
ねていく必要がある。

① 引き続き、研究授業等を通して、
積極的にＩＣＴを生徒が活用できる
ようにしていく。ＩＣＴの活用方法
を考え、その効果を上げていく。

85% 93% 92% 108% A

②【成果】ＩＣＴの活用について生徒は成
果と捉えている。これを続けていきたい。
【課題】ＩＣＴの活用で、生徒の学力を
しっかりと上げられるような活用を考えて
いきたい。

② さらに肯定感を高めるために、生
徒の学力に結びつくような効果的な
ＩＣＴの活用方法を考えていく。

「書く」活動の充実
を図り、思考力・表
現力を育成する。

・教科・領域において、学習目
標達成を見取る手立てとして、
話す・書く等の表現をさせる場
を設定し、表現力を育成する。

学校評価生徒アンケート「授
業では課題に対して自ら考
え、自分の考えを書いたり話
したりすることができる。」
に肯定的に回答する生徒の割
合

85% 78% 83% 97% B

③【成果】授業の中で、話す・書く等の表
現をさせる場を設定することで、考えを表
現することが出来ている。
【課題】考えを表現する場は増えたが、実
際、生徒が積極的に自分の言葉を使い、発
表しようとしたり、深く考えて表現したり
する生徒はまだ少ない。

③ 深く考えることができるような、
単元を貫く問いを設定するととも
に、生徒自身が主体的に考え、表現
できるよう授業を組み立てていく。

①チャイム前着席の呼びかけ
と、授業開始時に立腰・黙想を
実施し、授業に臨む態度を養
う。

学校評価生徒アンケート「授
業では、時間を意識してチャ
イムが鳴る２分前には授業準
備をして着席をしている」に
肯定的に回答する生徒の割合

①８５％ 77% 74% 87% B

①【成果】生徒会の２分前着ベルの取組などを
通して、生徒の中で声かけができる生徒が増え
てきている。
【課題】時間を見て行動することに課題がある
生徒が固定化されており、授業準備・見通しを
もって行動することに課題がある。

①生徒会の取組を委員のみが行うの
ではなく、クラス全体で取組ができ
るようにする。

②自ら進んで気持ちのよいあいさつ
ができるように指導する。また、生
徒会を中心に、あいさつ運動を実施
することで生徒が進んであいさつを
行う習慣を養う。

学校評価生徒アンケート「私
は、学校や地域で自分から進
んであいさつを行うことがで
きている」に肯定的に回答す
る生徒の割合

②８５％ 90% 89% 104% A

②【成果】生徒会のあいさつグランプリの取組
を通して、自分から進んであいさつを行うこと
ができる生徒が増えてきている。
【課題】取組中は非常に活発にあいさつをする
生徒が多いが、継続することが難しい。

②生徒会活動を精査し、学校行事や
各学年の取組と関連づけて行うこと
で系統的な取組となるようにしてい
く。

③生徒リーダーを中心として学
校行事や地域行事への積極的な
参加を行う中で、生徒の自己肯
定感と自己有用感を高める。

アセスアンケートの向社会的
スキルの項目に肯定的に回答
する生徒の割合

③８５％ 53% 85% 100% A

③【成果】生徒会の取組やピア・サポートト
レーニングを通して、生徒が集団の中での自分
の役割をやり切り、自己肯定感と自己有用感を
高めることができた。
【課題】生徒が主体となって活動に取り組むこ
とがまだまだ少ないので、その機会を増やすと
ともに活躍できる場を増やしていく。

③年間を通して、生徒が主体となる
活動を計画し、そのサポートを行
う。

①生徒に自分の日課表を作成さ
せ、生活習慣の定着を図る。

学校評価生徒アンケート「起
きる時刻と寝る時刻を決め
て、毎日それを守って規則正
しい生活を送っている」に肯
定的に回答する生徒の割合

①75% 72% 66% 88% B

①【成果】生活習慣が定着している生
徒はその後も継続することができた。
【課題】意識して取り組んでいる生徒
が少ない。

①生徒が忘れない頻度でのチェック
や振り返りなどの意識付けを行う。

　

②家庭との連携を継続的に行ってい
く。保護者に生徒の取り組みを確認
してもらえるような工夫を設ける。

d 目標達成のための方策

77% C

学校評価生徒アンケート「学
年で定められた家庭学習時間
を達成することができてい
る」に肯定的に回答する生徒
の割合

m 改善案l コメント

○

【外部評価】　イ：自己評価は適正である。ロ：自己評価は適
正でない。　ハ：わからない。

　　　　　　　　　　　　【自己評価　評価】
　　　　　　　　　　　　　Ａ：１００≦（目標達成）　　　　　　Ｂ：８０≦（ほぼ達成）＜１００
　　　　　　　　　　　　　Ｃ：６０≦（もう少し）＜８０　　　　Ｄ：（できていない）＜６０

h
達
成
度

○

こちらの課題は、声かけ・スマホ没収
等、保護者の指導方法が重要だと思い
ます。

②75%

j 結果と課題の説明

令和５年度　学校評価表（最終）

学校教育目標

自己評価 学校関係者評価評価計画

②【成果】チェックシートを実施して
いる期間は意識して取り組める生徒が
増えた。
【課題】保護者を巻き込むなど取り組
みを工夫すべきであった。

自立貢献　　　～自己を認識し、自分の人生を選択し、表現することのできる生徒の育成～

「生徒や保護者、地域から信頼される学校をつくる。」
生徒や保護者が美木中に来て良かった。行かせて良かった。また、教職員が美木中に勤務して良かったと思える学校にする。
○知育・徳育・体育のバランスを図り、地域に根ざした教育活動の推進　　　　○学校教育の信頼性の確保と満足度の向上
○ＳＳＲによる不登校等生徒への個に応じた支援の充実及び不登校の未然防止

a 　ビジョン
・	規範意識を身に付け、向上心を持ち、自ら学ぶ意欲的な生徒を育成する。
・	自他を大切にする生徒を育成する。
・	自己を認識し、将来の夢や目標を立て、その達成に向けて計画ができる生徒を育成する。

○

61%

教職員ＩＣＴアンケート「生
徒がＩＣＴを活用する授業を
単元毎に１回以上設定してい
る」に回答する教職員の割合

学校評価生徒アンケート「Ｉ
ＣＴを活用した授業は、わか
りやすい」に肯定的に回答す
る生徒の割合

ICTの達成度が伸びておりませんが、授
業に活用するのに先生方の苦労は計り
知れないと思います。

個人的には端末の不具合・操作に生徒
が手間取り効率が悪いと思います。義
務教育には必要ないのでは？

参観日、拝見しましたが生徒は予鈴で
しっかりと教室に入り、うろちょろし
ている生徒はどの学年にもいませんで
した。
休憩時間も拝見しましたが、孤立して
いる子はいなかったと思います。

58%

自己を認識
し、自分の
将来の夢や
目標を持つ
ことができ
る生徒を育
成する。

「主体的な学び」を
促す教育活動の工夫
を行う。

基本的生活習慣を確
立する。

○三点固定（朝起き
る時間、家庭学習時
間、寝る時間）の確
立

②定期的に自分の生活習慣を振
り返らせ、規則正しい生活を送
ることへの意識を高める。

健
や
か
な
体
の
育
成

規範意識や礼儀な
ど、豊かな心を育成
する。

ハイ ロ

k 二次評価

確
か
な
学
力

・教科・領域において、ICT機器
を活用した授業づくりに取り組
み、授業研究等での実践発表を
通して授業力を高める。

f
目
標
値

g
達成
値

c 短期経営目標

a 　ミッション

規範意識を
身に付け、
向上心を持
ち、自ら学
ぶ意欲的な
生徒を育成
する。

自他を大切
にする生徒
を育成す
る。

g
達成
値

b 中期経営目標

i
評
価

豊
か
な
心
の
育
成

e 評価指標

様式1


